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水
道
局
か
ら
の
お
願
い

【
水
道
管
に
破
損
が
あ
っ
た
ら
】メ
ー

タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
道
管
に
破
損

や
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
ら
、
水
道
局
の

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
道
路
な
ど
の
水
漏
れ
は
水

道
局
上
下
水
道
維
持
課
、
最
寄
り
の
営

業
所
、
出
張
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

【
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
の
た
め
に
】

次
の
場
合
は
念
の
た
め
、
使
い
始
め
の

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
は
飲
み
水
以
外
に
ご

利
用
く
だ
さ
い（
通
常
の
使
用
状
態
で

は
健
康
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
）▽
長

期
間
留
守
に
し
た
後
や
朝
一
番
に
水
を

使
用
す
る
と
き
▽
昭
和
　
年
3
月
以
前

53

に
設
置
さ
れ
た
水
道
管
を
使
用
し
て
い

る
場
合（
鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
鉛
が
溶
け
出
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
）　
※
個
人
所
有
の
鉛

管
は
取
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●問
上
下
水
道
維
持
課
緯
　
・
1
1
5
1
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン「
手
を
上
げ
る
　
可
愛

い
笑
顔
に
　
待
つ
笑
顔
」　
●時
4
月
6

～
　
日
●内
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

15
事
故
防
止
▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
▽
飲
酒
運
転
の
根
絶
　
※
夕
暮
れ

時
の
早
め
点
灯
、
雨
天
・
曇
天
時
の
点

灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
4
月
　
日
は

10

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転
で
交
通
事
故

に
注
意
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

●問
交
通
安
全
対
策
課

暴
力
団
事
務
所
等
の
排
除
に
関
す
る

県
条
例
の
制
定

暴
力
団
事
務
所
の
排
除
を
推
進
し
、

県
民
生
活
の
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
昨

年
　
月
、
同
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

11

不
動
産
取
引
や
建
設
工
事
の
契
約
内
容

に「
暴
力
団
事
務
所
等
に
利
用
さ
れ
る

と
判
明
し
た
と
き
に
は
無
催
告
で
契
約

解
除
で
き
る
」旨
の
特
約
条
項
を
定
め

る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http     

:/   /  ww  
 w

 .police.pref.nagasaki

                     .  

jp   /  ）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●問
県
警
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

緯
0
9
5
・
8
2
0
・
0
1
1
0

公
園
の
新
設
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

【
新
設
】 虚
  空
  蔵
  山
 公
園（
針
尾
西
町
・
写

こ
 く
う
 ぞ
う
 さ
ん

真
）▽
泉
福
寺
第
一
公
園（
瀬
戸
越
1
丁

目
）▽
松
山
ふ
れ
あ
い
公
園（
松
山
町
）

【
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
】権
常
寺
公
園（
権
常

寺
1
丁
目
）▽
住
吉
公
園（
広
田
町
）▽

棚
方
中
央
公
園（
棚
方
町
）

●問
公
園
緑
地
課

中
小
企
業
退
職
金
制
度

　
国
の
助
成
が
あ
り
、
掛
け
金
は
全
額

非
課
税
扱
い
で
す
。
国
の
助
成
と
は
別

に
県
と
市
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

●対【
県
】従
業
員
　
人
以
下
の
企
業

20

●対【
市
】従
業
員
　
人
以
下
の
企
業
、
佐

15

世
保
商
工
会
議
所
特
定
退
職
金
共
済
制

度
利
用
企
業

※
い
ず
れ
も
1
人
当
た
り
月
額
千
円
を

1
年
間
助
成
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

緯
　
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1

03
●問
長
崎
県
勤
労
者
福
祉
事
業
団
事
務
局

緯
0
9
5
・
8
9
5
・
2
7
1
6

●問
産
業
政
策
課

市民公益団体の人材育成を支援

NPO法人やボランティア団体などの市民
公益活動団体が、団体の活性化を目的に研
修等へメンバーを派遣する場合、その費用
の一部を補助します。
●対旅費、宿泊費、受講料。補助額は補助対
　象経費の2分の1以内。1人当たり上限5
　万円、1団体当たり年間2人まで
※募集要項は、市ホームページ、させぼN
　PO・ボランティア支援ネットにも掲載。
　詳しくはお尋ねを。
●問市民協働推進室

市役所窓口の混雑緩和のため、次のことに
ご協力ください。
・各種証明書の請求や届け出をするときは、
　本人確認書類（運転免許証、写真付き住
　民基本台帳カード等）の提示が必要です
・混み合わない時間帯（週半ばの10時まで
　と、15時以降）を選ぶ
・市役所前や各支所等にある休日・夜間申
　請受付ボックスを利用する
・住民票・印鑑登録証明書の交付には、電
　話予約による時間外交付サービスを利
　用する
・正しい本籍・筆頭者を知っておく
※代理人が手続きをするときは、代理人の
　本人確認書類のほか、請求者本人の委任
　状が必要。
●問戸籍住民課

異動シーズンの窓口利用

　人権について正しく理解し、お互いの人
権を尊重し合える社会の実現を目指し、同
和問題をはじめ、女性や子どもなどさまざ
まな人権問題に対処するため、今後の人権
施策の指針となるものです。本年度から
平成26年度までの5年間を計画期間とし、
達成すべき数値目標も挙げています　
※詳しくはお尋ねを。
●問人権男女共同参画課

「市人権教育・啓発基本計画」を策定
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●時=とき、●場=ところ、●内=内容、●対=対象、●料=料金、●定=定員、●申=申し込み、●手手続き・提出、●〆=締め切り、●問=問い合わせ

市
役
所
各
課
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
は

代
表
番
号
緯

・
1
1
1
1
か
ら
お
つ
な
ぎ
し
ま
す

24

燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集

　
4
月
　
日（
木
・
昭
和
の
日
）＝
収
集

29

し
ま
す
。
5
月
3
日（
月
・
憲
法
記
念

日
）、
4
日（
火
・
み
ど
り
の
日
）、
5
日

（
水
・
こ
ど
も
の
日
）＝
収
集
し
ま
せ
ん
。

●問
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

緯
　
・
2
4
2
8

32
斎
場
は
友
引
日
も
開
場
し
ま
す

　
斎
場
の
休
場
日
を
1
月
1
日
だ
け
に

変
更
し
、
友
引
日
も
開
場
し
ま
す
　
●時

4
月
1
日
か
ら
●場
東
部
・
西
部
芳
世

苑
、
宇
久
や
す
ら
ぎ
苑

●問
生
活
衛
生
課

市
営
バ
ス
1
日
全
線
乗
り
放
題
！

　
土
・
日
曜
に
加
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
中
も「
市
営
バ
ス
1
日
乗
車
券
」

は
全
線
乗
り
放
題
に
な
り
ま
す
　
●時

4
月
　
日
～
5
月
9
日
●料
中
学
生
以

29

上
五
百
円
、
小
学
生
二
百
五
十
円
●場
駅

前
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
島
瀬
定
期
券
売
場
、

黒
髪
・
矢
峰
営
業
所
、
バ
ス
車
内
、
さ

せ
ぼ
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
販
売

●問
交
通
局
業
務
課
緯
　
・
5
1
1
1

25

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

●時
4
月
1
日
～
6
月
　
日
●内
大
麻
を

30

許
可
な
く
栽
培
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
、
け
し
の
花
に
は
植
え
て
良
い

も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
不
正

栽
培
、
自
生
の
大
麻
・
け
し
を
発
見
し

た
時
は
次
の
と
こ
ろ
に
連
絡
を

●問
県
福
祉
保
健
部
薬
務
行
政
室

緯
0
9
5
・
8
9
5
・
2
4
6
9

●問
佐
世
保
警
察
署
緯
　
・
0
1
1
0
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●問
相
浦
警
察
署
緯
　
・
5
1
1
0

47

●問
早
岐
警
察
署
緯
　
・
0
1
1
0

39

敬
老
・
福
祉
パ
ス
の
更
新

【
更
新（
4
月
生
ま
れ
の
人
）】●手
4
月

1
～
　
日
に
本
人
が
パ
ス
券
を
持
参
し
、

30

市
営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓
口
で
　

※
福
祉
パ
ス
は
身
障
・
療
育
・
精
神
手

帳
も
持
参
。

【
新
規
・
紛
失
】●手
敬
老
パ
ス（
　
歳
以

75

上
）額
本
人
が
印
鑑
を
持
っ
て
健
康
づ

く
り
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

▽
福
祉
パ
ス
額
本
人
が
印
鑑
と
手
帳
を

持
っ
て
障
が
い
福
祉
課
へ
　
※
発
行
は

市
営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓
口
で
。
紛

失
は
再
発
行
時
に
手
数
料
が
必
要
。

●問
健
康
づ
く
り
課（
敬
老
パ
ス
）、
障
が

　
い
福
祉
課（
福
祉
パ
ス
）

4
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
国
民
健
康

保
険
証
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
平
成
　
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
証

22

（
カ
ー
ド
）は
、
3
月
末
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。
4
月
1
日
以
降
に
病
院
を
受
診

す
る
と
き
は
、
新
し
い
健
康
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●問
医
療
保
険
課

退
職
者
医
療
制
度

●対
会
社
な
ど
を
定
年
退
職
し
て
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
　
※
条
件
あ

り
。　
歳
ま
で
こ
の
制
度
で
医
療
を
受

64

け
ま
す
●手
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て

か
ら
　
日
以
内
に
医
療
保
険
課
、
各
支

14

所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で

●問
医
療
保
険
課

平
成

年
度
の
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

22

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
4
、
6
、
8
月
に
年
金
か
ら
徴
収
す

る
金
額
は
、
前
年
度
の
保
険
税
・
料
を

基
に
算
定
し
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
引
き

続
き
徴
収
さ
れ
る
人
は
、
2
月
と
同
じ

金
額
を
年
金
か
ら
徴
収
し
ま
す
。　
月
10

か
ら
の
保
険
税
・
料
は
、
年
間
保
険
税
・

料
額
が
決
定
す
る
6
月（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
7
月
）に
通
知
し
ま
す
。

●問
保
険
料
課

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

【
平
成
　
年
度
保
険
料
】●料
一
万
五
千

22

百
円（
月
額
）　
※
4
月
初
旬
に
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
納
付
期
限
を
確
認
し
、

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
利
用

者
は
引
き
続
き
指
定
口
座
か
ら
振
り
替

え
ま
す
。
納
付
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

佐
世
保
年
金
事
務
所
へ
お
尋
ね
を
。

【
学
生
納
付
特
例
】●対
学
生
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
　
※
同
特
例
を
利

用
し
て
い
た
人
で
、
今
春
卒
業
し
、
引

き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
人
は
一
般
の

免
除
申
請
が
必
要
で
す
。

●問
佐
世
保
年
金
事
務
所
緯
　・1
1
4
8

34

●問
医
療
保
険
課

献
血
に
ご
協
力
を

　
献
血
は
あ
な
た
に
も
で
き
る
人
助
け

で
す
　
●時
　
時
～
　
時
　
分
（
金
曜
を

10

17

30

除
く
）
●場
献
血
ル
ー
ム
西
海（
四
ヶ
町

ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

●問
献
血
ル
ー
ム
西
海
緯
　
・
2
4
4
0

25

道
路
、
法
定
外
公
共
物
占
用
料
の
納

期
を
お
忘
れ
な
く

●時
5
月
　
日
ま
で
●対
平
成
　
年
度「
道

31

22

路
、法
定
外
公
共
物（
道
路
・
河
川
）占

用
料
」●場
最
寄
り
の
指
定
金
融
機
関

●問
土
木
政
策
・
管
理
課


